
大津市立打出中学校

《学校教育の基本》

　

小項目評価 中項目評価 中項目評価 意見、提言等

1
支持的風土を育てる学級・学年集団づくり
を実践することができた。

A

2
協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケー
ション能力の育成を図る授業の工夫改善
を図ることができた。

A

3
主体的・対話的で深い学びを追究する授
業研究や研修会ができた。

A

4
生命を尊重する心やいじめを許さない態
度などの道徳的実践力を育てる活動を実
施することができた。

A

5
道徳の授業研究や資料の開発・整備・交
流ができた。

A

6 保護者等への道徳の授業公開ができた。 A

7
たくましい心と体を育てる魅力ある授業の
工夫改善を図ることができた。

A

8
体力づくりを推進する運動を実践すること
ができた。

B

9
体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで
体を動かそうとする意欲を育成することが
できた。

B

10
各種体験活動を積極的に実施することが
できた。

A

11
活動後の発表会等、学習のまとめができ
た。

A

12
保護者等に発表会等を案内し、参加が
あった。

B

13 全校一斉読書活動ができた。 A

14 授業等で図書室を活用することができた。 B

15
学力向上を目指した指導体制・指導方法
の工夫改善を図ることができた。

A

16
教職員の指導力及び組織的な教育力の
向上が図れた。

A

17
校務の効率化と教育活動の質の改善が
できた。

B

令和４年度 学校評価書
【評定（達成度）の目安】

達成度 指　　　　標
《校訓》　明朗・闊達　自主・力行

時代を生き抜く力を育む

Ａ  満足できる 子どもが安心して学ぶことのできる環境を整える

B  どちらかというと満足できる 《教育目標》
　　う　打ち出す力　挑戦する生徒
　　ち　智恵を出し合い心耕す生徒
　　で　伝統を大切にして地域を愛する生徒

教育組織を改革する

C  どちらかといえば課題がある 社会全体で子どもを育てる

D  課題がある

大項目 中　項　目 小　項　目
自己評価 学校関係者評価

今後の学校改善に向けて　
現　　　　　況
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1  
主体的・対話的で深い
学び

A

・「きく・つなぐ・もどす」をキーワードとした授
業改善を進めることができた。ただ、生徒から多様
な考え方を聞き取る部分など課題もある。

・研究会でのグループ協議は、時間が足りないほど
充実したものになった。また、それを希望する教師
も多い。

・「めあて」とはどういうものかという理解が進ん
だ。

A

3  体力づくり B

・令和３年度同様、体力の低下が危惧されたため、授業での準備体
操だけでなく、体つくり運動の時間を例年より増やすなど工夫し、
筋力トレーニングなど体力向上への取組を行った。

・口頭の説明だけでなく、ホワイトボードを活用することで、授業
の「めあて」や「見通し」を理解できるように努めた。また、各単
元でiPadを使用することで、生徒は自分の動いている姿や見本の姿
と見比べながら学習に取り組むことができた。

・多くの生徒が体育の授業に意欲的に取り組み、グループ学習など
を通じて他の生徒と意見を交流するなど、「学び合い」活動を活発
に行った。

・コロナ禍で運動を十分に楽しむ機会が少なくなった。

A

5 読書活動 B

・図書ボランティアの方々の協力のもと、図書室運営を進め
ることができた。

・選書会を行い、生徒が選んだ本を購入につなげることがで
きた。

・国語科で図書室の本の帯を作成する授業を行い、図書室の
活用につなげることができた。国語以外の教科で授業での図
書室の活用はなかった。

B

・「きく」…傾聴の姿勢は大切ですし、授業の中だけでなく、
学級の生活の場までその雰囲気が広がることを期待します。
・これまでの実践を大切にされ、社会が変化する中で、先生方
全員が健康に留意され、授業改善等、学び続ける研修でよりレ
ベルアップしてください。
・保護者の立場として、実感があまりないのですが、参観など
でグループ活動を多く取り入れておられる印象で、工夫がなさ
れていると感じている。
・若い先生方が特に頑張ってくださっている印象があり、「元
気な打出中」を生徒とともにつくりあげていってほしい。

・次年度も「きく・つなぐ・もどす」をキーワードと
した授業改善を提案していく。

・「きく」を中心とした改善案を教科部会に提案す
る。教科での話し合いの中で、良い授業のモデルケー
スを創案していきたい。

・若い教師の意欲的な姿勢を伸ばすため、OJTと連携し
「めあて」の作り方についての共通理解を図る。

2  道徳教育 A

・学年で年間、学期ごとの指導計画を作成
し、内容項目に的を絞った指導案作成を心掛
けることができた。

・各学年の道徳担当と担任を中心に、授業前
の指導案検討や授業後の振り返りの機会が充
実してきた。

・道徳教育における全体での研修の機会をな
かなか持てないことが課題である。

A

・道徳性等を確実に育成する質の高い教育を求める声がある中
で、教科としての道徳を保護者、地域に授業公開をお願いした
い。
・めざす生徒像に迫る道徳的実践力を養う仕掛けを工夫し、研
修会後の実践を大切にしてください。
・公開授業で、より職員のレベルアップにつなげてください。
・担任以外の先生の道徳授業があると聞いており、その点がと
ても良いと思っている。多様な考えに触れる機会で、いろいろ
な学びをしてほしい。
・通学時の交通安全意識と道交法を守るための道徳教育は決し
て異なるものでなく、法を守る第一歩でもある。

・公開授業の時期を２学期までに設定する。

・職員による授業公開や研修の機会を増やし、学校全
体として道徳教育のレベルアップに努める。

・OJTの機能（メンター・メンティー）の活用をし、道
徳授業の充実を図る。

・身体的、精神的、安全・安心のセーフティネットとしての学
校であることを継続して、運動を生涯楽しむ生徒の育成をお願
いします。
・「今後の学校改善に向けて」より、生徒一人ひとりを大切
に、多方面からの指導・支援を工夫されているようで感心しま
した。
・安全な体力づくりとはどうすればいいか、今後も職員の知恵
を結集し、全体・個々を考慮した指導方法の検討をお願いしま
す。
・コロナ禍で運動が困難なご時世ですが、体力がないとコロナ
にも負けると思いますので重要な部分と思います。
・コロナの中でも工夫してやってきてくださったと思います。

・ケガや事故を起こさないため、教師が見守り、安全確認を行うだけでなく、起こりう
る危険について生徒に事前に伝え、活動の中で危険がないかを生徒自身が確認しながら
活動できるようにする。
　活動時間を多く取り入れ、基礎体力の向上につなげる。また、体幹トレーニングなど
自宅でも取り組むことができるトレーニング方法の紹介などを日々の授業で取り入れて
いく。さらにケガ予防のトレーニングやストレッチ等を行うことで、日常生活における
対策を講じる。

・ＩＣＴ教材を効果的に活用し、生徒の理解を促す一助とする。運動が苦手な生徒に対
して、レベルにあった課題の設定をスモールステップで行っていく必要がある。

・二人一組やグループ活動を多く取り入れ、「学び合い学習」をさらに活発なものとす
る。

・運動やスポーツを「する」だけでなく、「見る」「支える」などの関わり方を全体に
周知することで運動やスポーツ、自身の健康づくり・体力づくりに役立てるような働き
かけをする。

4 体験活動 B

・校外学習や修学旅行を実施することができた。本年度は宿
泊を伴った修学旅行を実施することができ、豊富な体験活動
を行うことができた。

・コロナ感染症の関係で、外部機関との連携（職業体験な
ど）は難しい点があるが、講師の先生を招いての授業など
で、代替の活動を行った。

・体験活動のまとめは、紙ベースだけでなく、iPadを用いる
など、工夫して行うことができた。懇談会に合わせて生徒の
作品を展示する形で、保護者の方々に活動の様子を見てもら
うことはできたが、発表会の案内などはできなかった。

B

・職場体験の再開を願う。また、個人の関心のある業種を選んで講師の先生の話
が聞ける機会があればと思う。
・今後とも、各種体験活動をできるだけ多く実施してください。
・体験活動でこそ得られる感動があり、コロナ禍で制限があったでしょうが、今
後もいろいろな生徒の体験を大切にしてください。
・コロナによる影響を、逆転の発想によりプラスに転ずる見直しが必要だと考え
る。
・コロナ終息の際には活動の場を広げて体験することの大切さを教えてほしい。
・修学旅行なども通常に戻りつつあり来期は活動に期待します。
・新しい時代に求められる体験的学習の充実。地域活動、貢献活動も将来の地域
人の観点から研究をお願いします。
・「体験活動の発表」などをiPadを使いながら積極的に親達や地域の人々も含め
やってほしい。

・体験活動を通して生徒に身につけさせたい力を明確にし、そ
の力を身に付けるために必要な活動、および振り返りやまとめ
の方法を提案する。

・コロナ禍によって活動に制限があるが、原則体験活動を計画
し、場合によっては代替案を検討する。

・懇談や学校行事などの保護者の方の来校が見込まれる機会に
合わせて作品を展示するなど、保護者の方々が生徒の学習の成
果を見ることができる工夫や機会を確保する。

・個別最適な学びを支援する図書館教育(放課後や個別学習の図書館の利活用)を充実さ
せてください。
・読書週間を定着させる取組は大切だと思います。続けてほしい。
・１年生の授業でされた「帯」の取組がよかったと思う。図書室が子どもたちの居場所
のひとつとしてあることの意味を図書ボランティアのメンバーが共有して活動していこ
ともよいと感じており、打出の魅力の一つと感じている。今後も学校と連携して取り組
んでいけたら…。
・図書は充実していると思いますし図書ボランティアも頑張っておられます。自慢の一
つとしさらなる拡充をお願いします。
・図書ボランティアはPTAとしても協力者が集まりやすい。また、授業や体験活動との連
携での調べ学習にさらに活用を望みます。

・継続して図書ボランティアの方々との連携を密にする。

・各分野の蔵書数のバランスを考慮した図書の購入を行う。教
科別に必要とする本のアンケートをとることによって、購入図
書に偏りが出ないようにする。

・市立図書館との連携、大津市電子図書館について、教職員に
周知徹底する。Ipadと併用した図書室の活用を進める。

6  
指導改善
（組織的・計画的）

A

・コロナ禍ではあったが感染防止対策を行った上で校内研究会を行い、授
業づくりについての理解を深めるなど、指導方法の工夫改善に向けて組織
的に推進することができた。

・若手教員を中心としたＯＪＴでは、年間を通して「授業づくり」をテー
マとした研修を実施し、若手教員の授業力の向上につながった。

・全国学力・学習状況調査の結果を分析し、根拠や理由を明確にして自分
の考えを表現できるよう授業改善を行うことを共通理解した。さらに、質
問紙の結果を受けて、教科部会で授業でのＩＣＴの効果的な活用について
話し合い、情報を交流し、教員の授業改善に役立てた。

・夏季休業中や定期テストの前に補充・質問教室を実施し、基礎学力の定
着を図った。メタモジで課題を配付したり、ｅライブラリの活用を促進す
るなど、タブレットを活用して学習保障を行った。

・テストの２日目を部活動停止にして成績処理の時間を確保した。また、
連絡アプリtetoruを活用して事務処理の効率化を行った。

A

・職員同士の校内研修並びに校外研修を通じて、今後とも指導
力、授業力の向上を目指してください。
・効果と効率を考え、いろいろ工夫されているようで素晴らし
いと思います。ＰＤＣＡサイクルのＣからＡを大切にしてほし
いと思います。
・社会変化とともに先生方に求められる資質、能力、組織力等
も変わり、大変だと思いますが、今後も保護者や地域と連携・
協働し、様々な課題を解決していく方向でお願いします。
・時代に合ったICTを活用した教育に教員の方々もついていけ
るよう意見交換をし、生徒に追い越されないよう期待します。

・校内研究、研修、ＯＪＴでの職員同士の学び合う体制を継続し、指導力・授業力の向
上に努める。

・教科部会の各学期１回の設定を継続し、「全国学力・学習状況調査」の分析などを基
に授業について話し合い、教科の中で共通した課題を持って授業改善に取り組めるよう
にする。

・効果的なＩＣＴ活用についてさらに学びを深め、生徒の学習意欲の向上や個別最適化
された学びにつなげる。

・学習を苦手とする生徒の基礎学力定着の手立てについて、地域の人材や資源を含めた
検討が必要である。

・校務端末の掲示板を毎日確実に確認することや会議資料を事前に目を通すことで、打
合せや会議の時間短縮を図る。また、連絡アプリtetoruの活用により校務の効率化を進
める。教材研究や子どもと向き合う時間を確保するために、さらなる教育活動の精選や
業務の改善が必要である。



小項目評価 中項目評価 中項目評価 意見、提言等

18
保護者の子育てに対する積極的な支援が
できた。

A

19
保護者・地域との交流や情報発信、参観、
懇談会、研修会の実施、地域の人材を活
用することができた。

A

20
防災教育を推進し、安心・安全な学校づく
りに努めることができた。

A

21
子どもの校種間交流や教員の出前授業を
実施することができた。

B

22
校種間の合同研修会（ブロック研等）に参
加できた。

B

23
校種間の授業公開やカリキュラム研究が
できた。

B

24
いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上
の諸課題の早期発見、日常的な予防指導
への全校体制がとれた。

A

25
生徒指導、教育相談体制を確立し組織的
に推進することができた。

A

26
家庭・地域・関係機関との連携による指導
を図ることができた。

A

27
保護者の悩みを聞く個別相談を実施し、
作成した個別指導計画を活用することが
できた。

A

28
組織的・計画的な特別支援教育の体制を
確立することができた。

A

29
関係機関と連携しながら相談活動を充実
させることができた。

A

9 学校満足度 30 生徒は学校に対して満足している。 A A A

・全員が楽しいと思うことは無理だと思うので、80～90％が維持できたら
いいのでは。
・多感な時期であるが、個々が自分の「楽しみ」を見つけて充実した３年
間が送れることを願う。
・今後とも、どうぞよろしくお願いします。
・安心・安全で楽しく学びの深まる学校を目指してください。
・様々な課題がある中ですが、誰一人として取り残さなという思いで実践
をお願いします。
・ここが1番大切かなと思います。皆が楽しみな学校に期待します。

・「楽しくない」と感じている１７％の生徒に目を向
け、授業や生徒との関わり方を見直し、生徒や保護者
との信頼関係の構築に全教職員で取り組む。生徒が安
心して学校生活が楽しいと感じられるように、きめ細
やかな取組に努める。

大項目 中　項　目 小　項　目
自己評価 学校関係者評価

今後の学校改善に向けて　
現　　　　　況
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① 家庭・地域との連携 A

・入学式での説明や通信を通して、子ども支援コーディネー
ターの役割や中学校の取組について積極的に情報発信を行
い、家庭との連携を推進することができた。子育てに不安を
持つ保護者に対しては、思いに寄り添うと同時に、SCや専門
機関と連携した対応をとることができた。

・ホームページのリニューアルにより見やすくなり、更新頻
度も増えた。連絡アプリtetoruの導入では、保護者が確実に
情報をキャッチできるようになった。また、あいさつ運動な
ど、保護者の方々や地域の方々の協力をいただき、生徒を地
域全体で見守っていくことができた。あいさつについては、
教師が積極的に行うことで、学校全体としてコミュニケー
ションを大切にしていく姿勢を示すことができた。

・消防署の方の指導のもと避難訓練を実施する等の防災教育
を実施することができた。

A

8

組
織
的
体
制
の
充
実

① 生徒指導体制の充実 A

・未然防止、早期発見のために各学年、情報
の共有をし、迅速な対応を進めることができ
た。長期休業中には、タブレットでしおりに
記入することで、生徒の状況を把握すること
ができた。

・長期休み後に教育相談を実施し、生徒の様
子を聞くことで、生徒と担任、学年の教師と
のコミュニケーションに機会を増やした。各
クラスの様子を担任同士が積極的に交流する
ことができた。

・生徒の様子について家庭、関係機関との連
携を密に取り、指導の方向性を相談しながら
協力して指導にあたることができた。

A

・今後も最大限協力をしていきたいと思っております。保護者
の皆様に対する子育て支援は最も重要だと思われますので、今
後ともよろしくお願いいたします。
・tetoruの導入はとてもありがたい。また、欠席、遅刻等の連
絡もwebを使えることも保護者としてありがたい。ホームペー
ジを充実させてくださっており、わが子の学年をこえて学校全
体の取り組みが分かる。校長先生のコラムも毎回話題が多岐で
面白いです。
・今後いろいろと開催されるであろう地域行事に、個人として
も中学生にも参加してほしい。
・多様な保護者に対応される先生も苦労が多いと思いますが、
ＩＣＴ活用能力ともに多様な保護者と連携する資質能力も大切
になるように思います。多様な保護者が参画できる柔軟な教育
組織等をお願いします。地域防災活動への生徒参加の検討をお
願いします。
・防災教育を拡充し災害の備えの意識を広めていただきたい。

・生徒が抱える悩みの多様化、複雑化から、子育てに不安を抱
えている保護者が多い点を踏まえ、教育相談や携帯安全教室の
取組、SCによる支援に関する情報等を積極的に発信し、家庭と
の連携の強化をより一層図るようにする。

・引き続きホームページ等を活用し、学校の取組等を発信する
機会を多く持つようにする。地域の方々には、あいさつ運動や
ボランティアでの図書館の運営、花植えなどに協力していただ
いているので、コミュニティ・スクールの仕組みを活用しなが
ら、地域の方々が学校に関わってくださることを生徒にもさら
に発信していく。

・防災教育として、地域で行われる自主防災活動への生徒の参
加の可能性を模索していきたい。

② 保幼小中の連携 B

・打出サミットは、学区内の各校の取組を共
有し、リーダーの育成を目指した活動をオン
ラインを活用して取り組むことができた。

・打人教各部会の取組は、コロナ禍で担当者
のみの活動となったが、保幼小中高連携事業
として交流を図ることができた。

・例年通り、小学校に出向き、授業参観や情
報交流、出前授業等を実施し、連携を図っ
た。今年度から小中の連携を強化するため、
２学期後半から月１回程度小学校へ授業参観
にいき（「ふらっと授業参観」）、児童生徒
の様子を交流する回数を増やすことができ
た。

B

・コロナ禍で直接的な保幼小中の交流が困難な状況だと思いま
す。保幼小と連携を見直して、学習履歴(スタディログ)等、教
育データを活用した個別最適な学びの充実を期待しています。
・「今後の学校改善に向けて」の実践を期待します。「現況」
では十分に評価できると思います。
・保幼小中の連携は非常に大切と思われますので、先生、生徒
それぞれできるだけ交流の場を持つよう努力してください。
・少子化により、保幼小中の連携は大変有意義であり、様々な
チャレンジを望みます。
・コロナ禍、子どもたちの交流はまだまだ難しいが、先生方の
交流、連携が密になることは有意義だと思うので、活発に行っ
てほしい。入学前の子どもたちの来校が無くなってしまったこ
とは保護者として残念である。学校公開日などで部活動見学な
どができる機会も検討していただきたい。

・学区内の各校の取組のオンライン交流を継続
していく。また、交流内容について校内で発信
し、全校生徒で共有していく。

・打人教の取組や、授業公開、担当者会を積極
的に行って、各校の実践や校種間の情報交流を
校内で共有し、保幼小中で連続した子どもの育
ちにつなげていく。

・ふらっと授業参観による児童生徒の情報交流
は有益であるので、月１回程度の実施を年間通
して行うようにしていく。

・多くの目で見守ることはとても大切だと思う。子どもたちの内面を探る
ことは難しいし、親でも向き合うことがなかなかできていないことが多く
みられるのかもしれない。トラブルとまではいかなくても、人間関係で悩
んでいる子など、子どもたちを取り巻く環境が（心も）複雑だなと思う
し、援助も難しいと思う。親として、中学時代の我が子にしっかり向き
合っていかなければと感じている。
・安心・安全学校生活が送れるよう、日常の声かけを注意深くして子ども
たちを見守ってあげてください。
・一人ひとりを大切にし、寄り添う指導・支援を今後もお願いします。
・不登校生徒が増える傾向であると聞いています。生徒の支援ニーズの早
期把握や、今後もＳＣ等と連携し、すべての先生方がＳＣの資質を備え、
指導相談体制の充実をお願いします。
・基本は家庭での初期教育や指導が大切だが、環境により無理な場合は学
校でのコミュニケーションが重要と思う。打出中は先生方の協力的な指導
が見られるので有り難い。
・地域団体らと見守りの目を絶やさず増やしていきましょう。

・さらに情報の共有、共通行動を確実なものに
するために、主事、子ども支援コーディネー
ターへの報連相を密にする。

・生徒一人ひとりの居場所づくりを行い、安心
して学校生活が送れるように、日常の声掛けや
機を逃さない教育相談を進めていく。

・生徒指導通信の発信を含めて、学校だけでな
く、家庭、地域、関係機関と連携をとり、生徒
を多くの目で見守ることをこれからも続けてい
く。

・特別な支援を必要とする生徒は、本人だけでなくそ
の保護者も悩みを抱えておられることを念頭に置き、
共に考えていく姿勢を大切にしていく。

・支援を必要とする生徒について、適切な支援をすす
めるため、関係機関との連携をさらに深め、専門家の
アドバイスを生かして支援していく。できれば、２学
期（または１学期）に、専門家を招聘して“見立て・
気づき”に関する研修会を実施できるように計画す
る。

・支援計画を全職員で共有し、教職員の意識をさらに
高めたい。合理的配慮について研修をすすめ、組織と
して支援する力をつける機会を設ける。

・アンケート結果によれば、約８３％の生
徒、約８７％の保護者が、学校生活を楽しい
と評価している。

② 特別支援教育の充実 A

・個別の指導計画を立案するにあたって「目標」
「評価」を共有することで、保護者との連携を密に
行うことができた。

・配慮の必要な生徒や学校生活への適応に支援を要
する生徒について、関係機関からの助言をいただく
機会を持ち、適切な支援につなげるとともに教職員
の対応力の向上にもつなげることができた。

・特別な支援を必要とする生徒が増加傾向にある
中、支援の必要な生徒の情報共有と支援の方向性の
検討を継続して行うことができた。また、学校生活
支援員の見立てや気づきを担任や教科担当と共有す
ることにより、よりよい支援のあり方について考
え、実施することができた。

A

・支援計画を全職員で共有されるのは素晴らし
いと思います。学校生活のいろいろな場面で支
援生徒への声かけの参考になると考えます。
・生徒、保護者の現状の悩みを充分に聞いてあ
げて、今後の資料にしてください。
・先生方や保護者が必要な助言・支援がタイム
リーに受けられるオンライン等の指導助言体制
の構築や、発達障害、重度障害のある生徒への
支援、指導の充実を願っています。
・支援が必要かはなかなか見えにくいと思いま
すので気付ける体制の確立、維持が大切かと思
います。


